
 2016年度 春学期　TOEIC　演習講座　（スケジュールと注意事項）

第一回 第二回 第三回 第四回 第五回 第六回 第七回 第八回 補講日

金のフレーズ
101-200
(P28～47)

201-300
(P48～67)

301-400
(P68～87)

401-500
(P106～125)

501-600
(P126～145)

601-700
(P146～165)

701-800
(P170～189)

801-900
(P190～209)

多摩（水5） 5/11 5/18 5/25 6/1 6/8 6/15 6/22 6/29 7/6

Listening

Test1
Part1 1～5
Part2 11～25
Part3 41～55
Part4 71～85
新形式 1～3

Test1
Part1 6～10
Part2 26～40
Part3 56～70
Part4 86～100

Test2
Part1 1～5
Part2 11～25
Part3 41～55
Part4 71～85
新形式 4～6

Test2
Part1 6～10
Part2 26～40
Part3 56～70
Part4 86～100

Test3
Part1 1～5
Part2 11～25
Part3 41～55
Part4 71～85
新形式 7～9

Test3
Part1 6～10
Part2 26～40
Part3 56～70
Part4 86～100

Test4
Part1 1～5
Part2 11～25
Part3 41～55
Part4 71～85
新形式 10～12

Test4
Part1 6～10
Part2 26～40
Part3 56～70
Part4 86～100

多摩（火5） 5/10 5/17 5/24 5/31 6/7 6/14 6/21 6/28 7/5

Reading

Test1
Part5 101～120
Part6 141～146
Part7 181～190
新形式 13～14

Test1
Part5 121～140
Part6 147～152
Part7 191～200
新形式 15～18

Test2
Part5 101～120
Part6 141～146
Part7 181～190
新形式 19～20

Test2
Part5 121～140
Part6 147～152
Part7 191～200

Test3
Part5 101～120
Part6 141～146
Part7 181～190
新形式 21～24

Test3
Part5 121～140
Part6 147～152
Part7 191～200

Test4
Part5 101～120
Part6 141～146
Part7 181～190
新形式 25～29

Test4
Part5 121～140
Part6 147～152
Part7 191～200

*

表のスケジュールに従って、制限時間内で全問正解できるようによく学習して来てください。

*
* 問題は時間を計って教室で解きます。事前に解いて来ないでください。
* 原則としてテキストには書き込みをしません。理由は、TOEIC本番も書きこみ禁止ですので、それに慣れるという意味もありますが、

同じ問題を繰り返し解いて間違えなくなるまで練習することが大切だからです。このテキストは、5回解くことが奨励されています。（正解・解説編　P4～5学習記録シート参照）
* テキストに書き込みを行いたい場合は、受講者が各自で教科書をコピーしてください。解答用紙は、提供することができます。
* 正解と訳編も授業に持って来てください。
* 教科書は解体して分冊にしても構いません。その際本の背にアイロン（中温）を当て、熱を加えると、きれいにはがれます。

* 基本文法と語彙は理解しているまた「TOEIC公式プラクティス」等で、TOEICの基礎は学習済みであるという前提で、本番レベルの問題演習を行います。

* 問題数に対し解説時間が限られているため、すべての問題を解説できないことがあります。

* Part7はダブルの問題を中心を行います。時間に余裕があれば、シングルの問題も一部行います。

*

* 6回以上の出席者は、夏期集中講座最終日に行われるIPテストを無料で受けることができます。

* IPテスト受験資格取得者には、日程等の詳細を春学期講座終了後にメールでお知らせします。

<メインテキスト（メガ模試　TOEICテスト　リスニング1200　リーディング1200）について＞

＜授業について＞

このテキストは2016年5月より公開テストで実施されている新形式に対応したものではなく、現在のIPテストと同じ形式の模試です。

新形式問題は、授業内で問題を配布して行います。

Schedule　(subject to change 変更される可能性があります。) 

L

R

＜単語テスト（出る単特急金のフレーズ）について＞

各授業の最初に「出る単特急金のフレーズ」の単語テストを行います。ブランクに入れる単語を選択肢から選ぶ方式です。問題は10題、制限時間は2分です。


